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打に対し8安打を放ちながら適時打がなく打線が

不調。4回に無死一、三塁の反撃機をつかみ山下

28年ぶりに県立校決勝
宿毛が中村下し初優勝
四国大会は明徳が出場

第49回春季四国地区高校野球大会県予選は3月

28日に29校が参加して東部、高知、春野の3球場

で開幕した。大会は初日が終わって29,30の両日

は雨のため2日間順延。31日に再開され、当初予

定していた3日の休養日はなく試合を続行、4月

6日にやっと大会を閉幕した。

今大会は1回戦の高知西一高知東工が大会初の

延長戦となり攻防10回、高知東工が3－2で高知

西を振り切った。2回戦では高知高専が4－2で

伊野商に競り勝ったが、他の試合は有力校が順当

勝ちした。

だが中盤戦以降になると波乱が続出。準々決勝

では土佐の猪野投手が高知商打線を4安打に完封、

1－0で高知商に競り勝った。

さらに準決勝の宿毛一土佐は宿毛が森本投手の

力投で2－1と土佐を下した。続く高知－中村は

両チーム合わせて33安打が乱れ飛ぶ打撃戦となり、

中村が11-10で高知を振り切った。

決勝戦の宿毛ー中村の対決は昭和43年の伊野商一

須崎以来、28年ぶりの県立校同士の決勝対決だっ

た。試合は宿毛の森本投手が前日に引き続きまた

も力投して中村打線を7安打の1点に抑えて3－

1で中村を下し初優勝した。

春季四国大会の出場を決める県代表決定戦は4

月14日に春野球場で開かれ、選抜大会出場の明徳

義塾は吉川昌投手が宿毛打線を3安打の散発、11

三振を奪う力投を披露。攻めては吉川悦が2回に

左越え本塁打を放って1－0で宿毛を退けた。明

の中犠飛で1点を返したのみだった。

徳の県代表は7年ぶり5度目。

③宿毛の下村、B回に決勝打

準決勝の宿毛一土佐は宿毛が森本、土佐は猪野

が好投。両チームとも8安打を放つ伯仲した攻防

戦になったが、わずかに勢いに乗る宿毛が2－1

で逃げ切った。

先手を取ったのは宿毛。初回に2安打で1点を

先取したが、土佐も7回に二死二、三塁から小原

の内野安打で同点に追いつき互角の接戦となった。

予断のできない試合展開だったが、宿毛は8回に

矢野の左越え二塁打、下村の中前適時打で決勝勝

ち越しの1点を取り、緊迫した投手戦に決着をつ

けた。

③強風下、33安打の乱打戦

高知－中村は強風が吹く中で高知が16安打、中

村は17安打の乱打戦になったが、中村が11-10の

1点差で辛勝した。

乱打戦の中で中村が着々と先手を取った。2回

は宮崎の本塁打と3長短打で4点。3回にも今城

の本塁打などで2点を追加。6回に6－6と追い

つかれたその裏、4長短打を集中して一挙4点。

7回にも1点を加えて追い上げる高知を振り切っ

た。

高知も4回に徳橋が本塁打を放つなど後半に猛

追撃したが、一歩及ばなかった。敗因は強風で野

手が目測を誤るなど打球への判断から大量失点に

つながった。

③森本の力投と4併殺光る
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決勝戦の宿毛－中村は3－1で宿毛が勝ったが、

宿毛の森本が走者を出しながらも踏ん張り抜き、

バックも4併殺でピンチをしのいだ守りが光った。

宿毛は1回に中山の三塁打、恩地洋の遊撃強襲

安打で1点を先行。中盤は追加点が取れず中村に

1－1と追いつかれた。だが9回になって中村・

宮崎の制球が甘くなったところをとらえてすかさ

ず3長短打して2点を奪い試合を決めた。

中村も疲れの見えた宿毛・森本を攻め込み、7

安打と8四死球の走者をにぎわした。終盤近くの

7回に今城の左中間二塁打を足場に走者を進め、

森の犠飛で同点に追いついた。9回には二死から

連続四球で好機を持ったが、下元の左中間への当

たりが守備位置を変えていた左翼小島の好捕にあっ

て追加点が取れなかった。

代表決定戦は4月14日、春野球場で行われ、明徳

義塾が1－0で宿毛を下した。明徳の春季四国大

会出場は7年ぶり5度目。

試合は宿毛が先発森本、明徳は吉川昌が登板し

点差の少ない試合展開となった。明徳は2回裏に

二死から吉川悦が森本のストレートを左越えに本

塁打。これが随一の得点となったが、力のある明

徳はボール球に手を出すなど大振りが目立ち、6

安打の1点にとどまった。

一方、宿毛は森本が2回に本塁打されると3回

にすぐさま左腕小島を起用、以後は緩いカーブを

多投、強打の明徳打線を4安打に抑えた。だが攻

撃面で明徳の吉川昌に散発の3安打、11三振を喫

して1回の二死二、三塁と3回の一死二塁の好機

をつぶした。

春季四国地区高校野球大会への出場をかけた県
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1回戦は同じ選抜大会に出場した松山商と対戦、

相手に先行されていたが、わずか3安打ながら終

盤に3－2で逆転勝ちした。

主力のバッテリー欠場

控え投手総動員で臨戦

言
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③吉川昌、宿毛を3安打完封

③公式戦初登板の竹内で辛勝
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第49回春季四国地区高校野球大会は5月3，4

の両日、香川県営球場に四県代表4チームが参加

して開かれ、地元代表の尽誠学園が初優勝した。

本県代表の明徳義塾はセンバツ大会で8強に進

出したため、吉川昌一梅山のバッテリーがマニラ

で開かれるAAAアジア選手権のメンバーに選ば

れた。このため、今大会は主力抜きの陣容となり

苦しい戦いが強いられた。馬測史郎監督も「主力

のバッテリー抜きでどこまで戦えるか試す絶好の

機会」と控え投手を総動員して戦いに臨んだ。だ

が1回戦は松山商に3－2で勝ったものの、決勝

戦で尽誠に7－4で敗れた。
【宿毛－中村】9回表宿毛一死三塁、恩地康が左前

打を放ち3－1とリードを広げる。三塁走者森本
(春野球場）
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エース吉川昌が欠場の明徳義塾は竹内が登板し

たが、松山商は3回に二死からドカベン今井の右

越え本塁打で先制。6回にも1点を加えて有利に

試合を運んでいた。

これに対し明徳は5回表に一死から吉川悦が左

翼ポール直撃の本塁打で1点を返したものの敗色

が濃かった。しかし、8回に相手ミスに乗じて無

安打で再び同点に追いつくと、9回には右前打の

江幡を手堅く送り松岡の中前適時打で3－2と逆

転勝ちした。公式戦初登板の竹内は松山商に7安

打され8四死球を出し危なかった。だが9回裏に

二死二塁のピンチに強打者今井を敬遠、次打者渡

部のヒット性の二塁ライナーを江幡が好捕して辛

くも逃げ切った。

③投手総動員も12安打浴びる

決勝戦の明徳義塾一尽誠学園は投手陣が不安な

明徳は山本、武田、竹内の3投手を総動員したが、

尽誠打線に12安打され7－4で完敗した。

地元代表で意気込む尽誠は3回にボークで1点。

4回には一死二塁から2連打で2点と点差を広げ、

7回には小西、川西の2本塁打などで4点を取り

大勢を決めた。

敗れた明徳は3回に鎌田の左中間二塁打、松岡

の左前適時打で1点を先行していたが、中盤は逸

機。最終回に松岡、佐伯の連打と四球で無死満塁

と攻め込み、吉川悦の犠飛と2連続四球で3点を

返したが、後続打者が断ち切られた。

なお、今大会は9本塁打が出て春季四国地区大

会の1大会新記録をつくった。これまでの最多本

塁打は昭和62年の7本塁打。

宿毛、明徳敗れる波乱

遠近（土佐）が1大会4本塁打

第49回県高校体育大会野球の部は5月25日から

28日まで高知、東部、春野球場に30チームが参加

して開かれ、波乱の末、決勝で高知が土佐を下し

2年連続23回目の優勝を飾った。

今大会は夏の甲子園県大会のシード権（4校枠）

を巡って激しい攻防戦を展開。1回戦で春季県予

選の優勝校宿毛が3－4で須崎に屈した。この試

合で宿毛は大黒柱の森本が登板せず、先発に兼松、

7回から白石がリリーフした。須崎は5回に5安

打、1四球で大量4点を取ったが、宿毛は須崎の

北原に4安打に抑えられた。

2回戦では優勝候補の明徳義塾が1－3で室戸

に敗れる波乱があった。明徳もこの試合でエース

の吉川昌が投げず、先発に竹内、7回から吉川悦

がマウンドに立った。室戸は5回に猛攻、一死か

ら山本の右中間安打、川田の四球のあと、浜口の

右中間三塁打、浜岡の右翼線二塁打で3点を取り

中盤で試合を決めた。これに対し明徳は1回に1

点を先行。7，9回を除き毎回走者をにぎわしな

がら6安打の1点にとどまった。

準々決勝に進むと高知商一高知高専が延長17回

の激闘を演じた。0－0で進んだ17回裏、高知商

は一死から篭尾の四球で足掛かりをつかみ、加納

が右越えに2点本塁打、鮮やかなサヨナラ勝ちを

決めた。

また、同じ準々決勝で高知も安芸を相手に苦戦

した。5－6と劣勢だった高知は9回に二死無走

者から攻勢した。徳橋が2－3から粘って四球で

出たあと、谷口が右越えに本塁打して逆転勝ちし

た。敗れた安芸は14安打を放ちながら8安打の高

知に屈した。

準決勝では息を吹き返した高知が11－2，7回

コールドで清水に快勝。また、前日に高知高専と

激闘17回の延長戦を演じた高知商は力が尽きたの

か、2－5で土佐に敗退した。

③高知が14安打で大量16点

決勝戦の高知一土佐は両チームとも準決勝で主



戦投手を使い、連戦のため二、三番手の投手で立

ち向かった。これが災いし攻撃力のよかった高知

が16－5で土佐に大勝した。

攻める高知は1回に二死満塁から宗崎の中前適

時打で1点を先制すると、2，3，4回はともに

3点ずつを取って大勢を決定。5回には谷口の3

点本塁打などで大量4点。さらに7回にも浜田啓

が左越え本塁打を放ち、土佐の3投手から14安打

を奪い、22四死球を得て大量16点を奪った。

敗れた土佐は2回に無死から遠近が右越えに本

塁打。4回に1点、7回に3点を取ったが5安打

で5点にとどまった。

なお、敗れた土佐の遠近卓士左翼手は今大会1

回戦の対高岡、2回戦の対須崎、準決勝の対高知

商、決勝の対高知と1大会4本塁打を放った。1

大会最多本塁打は昭和50年県体での杉村繁（高知）

の4本とタイ記録。

決勝は延長の大接戦

13回、明徳が土佐下す
シード校が4強進出

第78回全国高校野球選手権県大会は7月20日か

ら28日まで高知、春野の両球場に30校が参加して

熱戦を繰り広げた。

今大会は投攻守にまとまりのある明徳義塾が優

勝争いの最右翼と目され、これに土佐、宿毛、高

知、高知商などが追う形と前評判されていた。し

かし、本番に入ると春野球場での1回戦の開幕試

合、高知西一西土佐から早々と延長戦に突入。11

回の攻防の末、高知西が8－6で辛勝する一戦が

あった。また、高知南一高知商も接戦となり、0－

1と苦戦していた高知商は8回に山下が左越えに

逆転の2点本塁打を放ち2－1で高知南を振り切っ

た。

中盤戦になると高知、土佐、高知商、明徳義塾

に追手前、中村なども上位に進出。この中からべ
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スト4には高知、土佐、高知商、明徳義塾のシー

ド校が順当勝ちした。

準決勝の高知一土佐は延長12回の攻防となり土

佐が4－3で高知に辛勝。また、明徳義塾一高知

商は明徳の吉川昌が貫禄を見せ高知商打線を3安

打、10奪三振と好投、4－1で下した。

決勝戦の明徳義塾一土佐も締めくくりの一戦に

ふさわしく5－5のまま延長戦に突入。攻防13回

の末、明徳が7－5で土佐を振り切り、夏の甲子

園は4年ぶり4度目の県代表となった。なお、夏

の県大会決勝の延長戦は1県1代表になって以来、

3度目だった。

③12回、土佐が劇的サヨナラ

準決勝の高知一土佐はシード校同士が決勝進出

を目指して伯仲した攻防戦を展開。高知・田辺、

土佐・猪野の好投もあって予断のできない激突を

繰り広げたが延長12回、土佐が安岡の劇的な一発

で4－3と高知にサヨナラ勝ちした。

3－3で進んだ12回裏、土佐は二死から初球の

速球を狙い打った安岡の左越え本塁打で3時間10

分にわたった激闘に決着をつけた。その一瞬まで

の戦いは高知が10安打に13三振、土佐も9安打に

15三振と全く伯仲していた。

高知が6回表に3点を取ればその裏、土佐も無

死一、二塁から杵島が右へ二塁打して1点。3連

続四死球で2点を加え同点とした。土佐は各打者

が早いカウントから打って出て高知攻略に成功し

ていた。

③吉川畠、高知商打線をS安打

続く明徳義塾一高知商は王者明徳が自信にあふ

れる戦いを繰り広げ4－1で高知商を退けた。

2回は四球を足掛かりに吉川昌の内野安打でま

ず1点。4回は二死一、二塁から高見の左越え二

塁打で2点を追加。8回にも高見のタイムリーで
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